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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

毎 年 人 気 の 格 安 販 売 （ 昨 年 ）

オ  ン  ラ  イ ン  シ ョ ッ  プ

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

式 」 と と も に 、 瀬 つ き あじ の フ ラ イ や ひ じ き 飯 など の 総 菜 と 水 産 加 工 品 の販 売 が 始 ま る 。

1 0時

1 5分

に は 、 新 鮮 な 瀬 つ き あ じや 地 魚 の 格 安 販 売 が ス ター ト 。 限 定 ３ ０ ０ 枚 の
「 瀬 つ き あ じ 一 夜 干 し 無

料 試 食 」  （ 午 後 ０ 時

1 5分

〜 ） の 整 理 券 は 午 前

1 1時

半 か ら 本 部 前 で 、 先 着 ２０ ０ 人 の 「 萩 の お さ か なビ ン ゴ 大 会 」  （ 午 後 １ 時
1 5分 〜 ） の ビ ン ゴ カ ー ド

は 正 午 か ら ス テ ー ジ 前で 、 そ れ ぞ れ 配 布 さ れる 。 後 者 の 景 品 は 、 干 物の 詰 め 合 わ せ 、 果 物 、 お菓 子 な ど 。 他 に も 「 瀬 つき あ じ の 寿 司 販 売 」  （ 正午 〜 、 限 定 １ ０ ０ パ ック ） や 「 も ち ま き 」  （ 午後 ２ 時 〜 ） な ど の 催 し があ る 。　
一 方 、  「 当 日 会 場 に 足

を 運 べ な い 人 た ち に も 、旬 の 瀬 つ き あ じ を 味 わ って も ら い た い 」 と 、 萩 しー ま ー と の オ ン ラ イ ン シ

☎
０ ８ ３ ８

－

２ ４

－

４ ９

３ ７ ） な ど で 開 か れ る 。　
当 日 は 、 通 常 深 夜

2時

ご ろ に あ る 「 瀬 つ き あ じの 水 揚 げ 作 業 」 の 時 間 が変 更 。 午 前 ８ 時 か ら 見 学で き る 。　
そ し て 、

1 0時 の 「 開 会

（税込
み ）  。 各

5 0セ ッ ト
限 定 だ 。

ョ ッ プ （ 二 次 元 コ ー ド から ） で は 、 送 料 ・ ク ー ル

料 無 料 の 「 瀬 つ き あ じ お取 り 寄 せ セ ッ ト 」 が 販 売さ れ て い る 。  「 の ど ぐ ろ ・真 ふ ぐ 」 と 組 み 合 わ せ た
「 Ａ セ ッ ト 」 と 、  「 ア マ ダ

イ ・ 金 太 郎 」 と 組 み 合 わせ た 「 Ｂ セ ッ ト 」 が あり 、 ど ち ら も ３ ８ ０ ０ 円

　
「 こ れ だ け は 知 っ て お

き た い

　
相 続 の 基 本 セ ミ

ナ ー 」 が 、

1 2日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら

1 1時 半 ま で 、 山

口 合 同 ガ ス ひ ま わ り 館
（ 山 口 市 大 内 千 坊 ４ ） で

開 か れ る 。 聴 講 無 料 で 、定 員 は

3 0人 。

　
講 師 を 務 め る の は 、 や

ま ぐ ち 中 央 事 務 所 所 属 の司 法 書 士 、 阿 南 典 子 さん 。 相 続 に お け る 「 基 本の キ 」 を 、 専 門 用 語 を かみ 砕 き な が ら 丁 寧 に 解 説し て く れ る 。 内 容 は 、「 相 続 の 基 本 的 な 流 れ 」

「 遺 言 書 の 種 類 と 作 成 のポ イ ン ト 」  「 相 続 税 に つい て の 基 礎 知 識 」 な ど 。　
聴 講 希 望 者 は 、 申 し 込

み フ ォ ー ム （ 二 次 元 コ ード か ら ） も し く は 電 話で 、 主 催 者 （

０ １ ２ ０

－

７ ５

３

－

７ ９

３ ） に 申し 込 む 。

　

2 0回 目

を 迎 え る
「 萩 の 瀬

つ き あ じ祭 り 」が 、 あ す６ 日 午 前
1 0時 か ら

午 後 ２ 時ま で 、 道の 駅 「 萩し ー ま ーと 」  （ 萩市 椿 東 、

あ す

２ ０ 回 目 の 「 萩 の 瀬 つ き あ じ 祭 り 」
旬 を 迎 え 、 萩 し ー ま ー と な ど で

阿 南 典 子 さ ん が  「 基 本 の キ 」  を 解 説
相 続 の  「 基 本 セ ミ ナ ー 」１ ２ 日

へ 渡 り ま す 。 山 口 県 の 場合 、 繁 殖 期 の ５ 〜 ７ 月 で も観 察 例 は あ る も の の 繁 殖 記録 は な く 、 冬 に 渡 来 す る 個体 が 多 い の で 県 内 の 野 鳥 図鑑 で は 冬 鳥 と さ れ て い ます 。 河 原 や 岸 辺 の 草 地 で 営巣 し 、 卵 が 石 こ ろ に そ っ くり な た め 気 付 か な い だ けで 、 意 外 と 身 近 に 県 内 初 記録 が あ る か も し れ ま せ ん 。

　
背 中 面 は 灰 褐 色 で 、 腹

面 の 白 色 が 翼 の 根 元 に 食い 込 む の が 特 徴 。 名 前 に磯 が 入 り ま す が 、 海 岸 から 河 川 上 流 ま で の 河 原 、水 路 で も 見 ら れ る 身 近 なシ ギ で す 。 水 辺 の 昆 虫 や甲 殻 類 な ど を 食 べ 、 歩 く際 の 尾 羽 を 上 下 に 振 る 動作 が 目 立 ち ま す 。　
繁 殖 は 九 州 以 北 で 確 認

さ れ て お り 、 北 日 本 で 繁殖 す る 個 体 は 越 冬 期 に 南

7 6

イ ソ シ ギ

チ ド リ 目 　 シ ギ 科
［ 全 長 ］ 　 2 0 c m
［ 時 期 ］ 　 越 冬 の た め 渡 っ て 来 る 冬 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ７ 月 ５ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口
Ｑ . 早 食 い は 糖 尿 病 に なり や す い で す か ？Ａ .

食 事 開 始 か ら 、 胃 壁

の 拡 張 や 血 糖 値 上 昇 な どで 満 腹 中 枢 が 刺 激 さ れ 満腹 感 を 感 じ る ま で 、

1 5～

2 0分 か か り ま す が 、 早 食
い だ と 満 腹 中 枢 が 刺 激 され る 前 （ 満 腹 感 を 感 じ るま で ） に 必 要 以 上 の 食 事を 詰 め 込 む こ と が で き るた め 、 食 べ 過 ぎ に 繋 が りま す 。 大 食 い な 人 は 、 ほぼ 早 食 い な の を 見 て い ると 分 か り や す い と 思 い ます （ ギ ャ ル 曽 根 は 除 く ）  。　

ま た 、 早 食 い を す る
と 、 そ う で な い 場 合 に 比べ 食 後 血 糖 が 高 く な る とい う デ ー タ が あ り ま す 。　

更 に 、  「 早 食 い で き る
も の 」 は よ く 噛 ま ず に 済む 糖 質 が 多 い も の に な るこ と も 、 糖 尿 病 に 繋 が りや す い 一 因 と 考 え ま す 。　

ゆ っ く り 食 べ る と 、 よ
く 噛 む こ と で 神 経 性 ヒ スタ ミ ン が 増 加 し 、 満 腹 中枢 を 刺 激 す る だ け で なく 、 脂 肪 細 胞 か ら 分 泌 され 食 欲 を 抑 え る レ プ チ ンと い う ホ ル モ ン の 分 泌 も刺 激 さ れ て 、 満 足 感 を 得や す い そ う で す 。　

具 体 的 に 、 普 段 の １ ・
５ ～ ２ 倍 噛 む と 、 １ 割 少な い 食 事 で も 同 じ く ら いの 満 足 感 が 得 ら れ る そ うな の で 、 試 し て い た だ けれ ば と 思 い ま す 。

清 水

 秀 樹

 院 長

清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ２ ８ ８

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


